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南小泉遺跡は、昭和初期に霞ノロ飛行場の拡張工事の際に発見さ

れて以来、弥生・古墳時代の遺跡として、注目を集めるところとな

りました。

しかし、田園地帯の中にあった南小泉遺跡も、現在では住宅に囲

まれ急激に市街化が進行してきております。それに伴い仙台市でも

昭和53年頃から発掘調査を実施し、本調査で第19次を数えるまでに

なりました。

この間の調査成果により、本遺跡は弥生・古墳時代だけでなく、

古くは縄文時代から、新しくは平安時代 。中世、さらには若林城に

関連する近世の遺構群をも包括する複合遺跡であることが判明して

きております。

こうした、地域の歴史の解明に発掘調査の関わりは大きなものが

あります。しかし、埋蔵文化財は土地との関連で保存されてきたも

のであり、各種開発事業によって絶えず破壊 。消滅の危機にさらさ

れているわけであります。したがいまして、教育委員会としては、

開発関係機関等と絶えず協議をとおして、この様な貴重な文化財を

保存し後世に伝えるべく努力しているところであります。

本書は、宅地開発事業でやむをえず破壊されてしまう文化財の発

掘調査成果を収録したものであります。これらの成果が、地域の歴

史的解明と文化財保護思想高揚の一助となれば幸いです。

最後に本調査にご協力頂きました関係各位に感謝申し上げる次第

です。

平成 2年 3月

仙台市教育委員会

教育長 東海林恒英



二一一日
1.本報告書は平成元年度に調査した、株式会社サンホームズによる宅地造成に伴う発掘調査

の成果を収録したものである。

2.本報告書を作成するにあたり、遺物、図面などの整理、執筆、編集は佐藤淳が行った。

3.調査、整理に関する記録、及び出土遺物は、仙台市教育委員会が保管している。

例

1.周辺の遺跡図は、国土地理院作成の 1:25,000「 イ山台東北部、東南部」を使用した。

2.土層註記などに記載している土色は、「新版標準土色帖」 (小山.竹原 :1976)を使用した。

3.調査においてのグリット軸は任意方向のものであるが、全体図中には平面直角座標第 X系

による国土座標も同時に記している。

4.遺構図の表示

・遺構名については以下のような遺構略号を使用し、各々の検出順に番号を付していつた。

SK―土墳跡 SE―井戸跡 SD―濤跡 SX―性格不明遺構

SB―掘立柱建物跡 ピット (P)一小穴或いは柱穴
。遺構内の傾斜面は「T」 で表現し、攪乱などについては「〒」で表現した。

・層位名は基本層位をローマ数字、遺構内堆積土については算用数字で表し、その中でも細

分されるものには、アルファベットの小文字や、「
′
」を枝番として付している。

・遺構図は1/20、 遺物出土状況図は1/10で作成したものを、1/2、 1/3、 1/4の縮尺で収録して

いる。

・掘立柱建物跡については、内業において全てのピットの平面、断面、間隔などを検討した

上で認定している。

5。 遺物図の表示

・遺物図は原寸で図面作成したものを、2/3、 1/2、 1/3の縮尺で収録している。

・土師器の黒色処理は網点のスクリントーンで表している。

・土器実測図は破片実測から図上復元したものが多く、なるべく残存範囲を記すようにした。

6。 本文中の遺物にかかわる数字は遺物登録 NOを表している。

7.石器、石製品の材質の鑑定は東北大学教養部教授蟹澤聰史氏にお願いした。また木製品の

樹種同定は木工舎「ゆい」にお願いした。
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調 査 要 項

遺跡名称  南小泉遺跡 (仙台市文化財登録番号 C102)

調査名称  南小泉遺跡第19次発掘調査 (株式会社サンホームズによる宅地造成に関わる調査)

調 査 地  仙台市若林区遠見塚一丁目204-1.2,205,2061.2.3,20作 5

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会文化財課調査第二係

担当職員  佐藤 淳

調査期間

発掘調査 平成元年■月13日～12月 12日

室内整理 平成 2年 1月 5日～ 3月 23日

調査面積  約 300m2

調査参加者

発掘調査 芦野徳松・芦野ヒデ子・太田君子・佐藤愛子・佐藤とき子・佐藤久栄

佐藤よし子・田中スエ・千葉信子 。鳥畑きみえ・針生いなよ
。藤原美記子

峯岸安好 。吉田アキヨ

室内整理 浅見證子・植野幸子・小山つるよ・佐藤愛子・佐藤とき子・佐藤久栄

杉船比佐子・鈴木幸子・関谷栄子・高橋とみ子・三浦芳子・山田貞子

調査協力  株式会社サンホームズ 。株式会社奥村組



I.調査に至る経緯
平成元年 3月 2日付けで、いサンホームズによる宅地造成に伴う南小泉遺跡内での発掘届が

出され、その内容は、約 2,200m2の 敷地に数軒の宅地を造成するというものであった。この地

域は、ここ数年来、宅地や道路建設件数が多く、これと同時に、仙台市教育委員会による開発

地内での記録保存を前提とした発掘調査も数を増し、ほぼ毎年行われている状況にある。仙台

市教育委員会文化財課では、1/nサンホームズと工事施工者であるlMl奥村組と遺跡保存の協議を

重ね、宅地部分に関しては現耕作上の上に更に盛土することにより、遺構面への影響は無 くす

ことができたが、敷地の中央の道路部分については、地下に各種埋設管を設置するものであり、

掘削せざるを得ない状況のものであった。調査に至るまでの下草刈り、表土掘削については、

文化財課職員立ち会いのもと、原因者側があらかじめ行い、調査は11月 13日から遺構の検出作

業を行うという手順で進めていく事となった。調査期間は約 6週間の予定であった。

H.遺跡の概要
南小泉遺跡は仙台市街地の南東端に位置し、広瀬川北岸に形成された自然堤防上に立地して

いる。遺跡の範囲は遠見塚古墳を中心とした若林区南小泉、古城、遠見塚地区を中心に認識さ

れているが、これまでの調査結果を踏まえると、おそらくはより広範囲に及ぶものとみられる。

この遺跡から出土する土器が東北の上師器研究の上で重要なものとなったことからもわかる

ように、当初この遺跡は弥生時代から古墳時代にかけての集落明との認識がなされており、古

墳時代中期をはじめ検出された遺構は多い。ここ十数年来の調査において、平安時代の住居跡

や中 。近世の掘立柱建物跡などが多数検出され、第16次調査においては周囲に土塁や堀を巡ら

した中世の城館跡などが発見された。江戸時代初期に遺跡の西側に若林城が造営されるに伴い、

この付近にも城を中心とした町割りに従い、城下町の建設が行われたと考えられる。当遺跡の

調査ではこの時期とみられる建物跡や井戸跡の検出の他、陶磁器や木器などの生活用具の出土

も増加しており、中世も含めて、今日まであまり注目されることのなかった中・近世段階での

遺跡の姿が復元されようとしている。また近年では縄文土器や石器が少量ではあるが出上して

おり、今後遺構が検出される可台2隆も十分に考えられる。

このように、南小泉遺跡は自然堤防という地形上の利点を生かし、生産活動の場でもある沖

積地にも囲まれ、古くは縄文時代の昔より現代に至るまで、連綿とした人間の営みの跡がみら

れる複合遺跡としての性格を有するものとして認識され、今後の調査にも期待がもたれる遺跡

といえる。
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No 遺跡名 種 月」 立  地 年  代 遺跡名 種  別 立 地 年  代

1 南 小 泉 遺 跡 集落跡 沖積地 縄文～近世 沖 野 城 跡 城館 自然堤防 中世

2 南 目 城 跡 城館 沖積地 中世 砂 押 I 遺 跡 集落跡 自然堤防 古墳・奈良・平安

3 陸奥国分寺跡 寺院 沖積地 奈良・平安 神 柵 遺 跡 集落跡 自然堤防 縄文・ 弥生・ 古墳・ 奈良・ 平安

4 陸奥回分尼寺跡 寺院 沖積地 奈良・平安 砂 押 ■ 遺 跡 集落跡 自然堤防 古墳・ 奈良 。平安

5 志 波 遺 跡 集落跡 沖積地 奈良・平安 中 柵 西 遺 跡 集落跡 自然堤防 弥生・ 古墳・ 奈良・ 平安

6 明 屋 敷 遺 跡 集落跡 沖積地 平安 河 原 越 遺 跡 集落跡 自然堤防 古墳・奈良・平安

7 北 屋 敷 遺 跡 集落跡 沖積地 平安・中世・江戸末期・明治初期 今 泉 遺 跡 城館 自然堤防 紹文～近世

8 押 口 遺 跡 集落跡 沖積地 奈良～平安 愛宕山積穴群 古墳 丘陵 古墳 。奈良

9 中 在 家 遺 跡 集落跡 沖積地 平安 兜 塚 古 墳 古壊 自然堤防 古墳

10 長 喜 城 館 跡 城館 沖積地 中世 茂 ケ 崎 城 跡 城館 丘陵 南北朝～室町

11 仙台東郊条里跡 条里遺構 沖積地 奈良・平安 富 沢 遺 跡 集落跡 沖積地 旧石器～近世

12 法 領 塚 古 墳 古墳 沖積地 古墳 泉 崎 浦 遺 跡 集落跡 沖積地 縄文・ 古墳・平安・近世

13 養 種 園 遺 跡 集落跡 沖積地 平安 西 台 畑 遺 跡 集落跡 自然堤隣 縄文 。弥生・古墳

14 若 林 城 跡 城館 沖積地 戦国～江戸 部 山 遺 跡 官価 自然堤防 古墳・奈良

15 遠 見 塚 古 墳 古墳 沖積地 古墳 耳ヒ ロ 城 跡 城館 自然堤防 室町・ 江戸

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



III.調査の概要

(I)調査方法

調査は道路部分のみとする為に、調査区は東西方向 36mで幅 6m部分を主とし、それに取り

付 く南北 14m、 幅 4mの北側張出し部からなる。調査区面積は拡張部分を含めて約 300m2で

ある。重機による表土掘削作業後、実測図を作成する為の基準として任意のグリット軸を設け、

基準杭を設置した。基準杭は基本的には調査区形状に合わせ 5m間隔としたが、北側張出し部

分及び、西端部については調査区内に収める為にその限りではない。これを基に調査区グリッ

トの座標原点 (X=0,Y=0)を調査区外の北西地点に仮定し、南北軸をX軸、東西軸をY軸 と

し、X、 Y数値とも南及び東方向に行 くに従い数値が増すようにした。グリットの名称は北西

隅の5m間隔の基準杭の名称で読み変えている。さらに検出遺構の方向の特定が容易で、将来

的に調査地点の位置が復元可能なように、調査区内の 2つ の杭に平面直角座標系第 X系による

国土座標数値を与えた。座標数値は都市計画道路、川内 。南小泉線上に設けられた仙台市道路

部設置の基準点から移設したもので、 2点の座標数値は以下の通りである。

(X20,Y10)一 X=-195,811.276、  Y三 十6,903.932

(X20,Y45)一 X=-195,818.498、  Y三 十6,938.180

調査区の任意の座標軸は国土座標軸に対して東に約■
°
54/偏していることになる。

調査区の現況は畑地と更地であったが、畑地部分の盛上が 30 cmな のに対して、西半部分の

盛土は80 cmを越える箇所もあった為、表土層は重機により除去した。Ⅲ層とした遺構検出面

である黄褐色系の砂質シルト面の上面で精査を行うと、畑作時の天地返しによる攪乱が濤状に

多数走り、攪乱を受けていない箇所に比べて 30 cmも Ⅲ層が削られている状況で、遺構の遺存

状態はそう良くないことが予想された。調査の記録としては各遺構、ピットを検出、掘り込ん

だ後、断面図、平面図を1/20ス ケール、遺物の出土状況については1/10ス ケールで記録し、写

真による記録は35 mmカ メラを使用した。またこの調査では、従来地山面と称されていたⅢ層

中より遺物の出土が認められたことから、調査の終了段階に遺物の取り上げを主として、調査

区の西側約1/3程のⅢ層を全体的に20 cm程掘り下げている。またⅢ層面より下層の状況を確

認する意味で、北側張出し区において、Ш層面からの深掘り区を250 cm四 方で設定し掘り込ん

だ。基本層の記録は調査区全体の堆積上の状況を把握できる南壁について行い、またma～c層

のみられる西壁についても行った。調査区全体図は調査中作成した各遺構の平面図に、ピット

位置図や壁ライン、座標ラインを加えて後日合成している。
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第 2図 調査区位置図

第 3図 調査区設定図
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(2)基本層位

調査では主として黄褐色土上面における遺構の検出を目的としていたが、今回は遺物の包含

が確認された黄褐色土層をも掘り込んでいる。基本層は大別して 3層に分層され、遺物の包含

は全層に及んだが、人為的掘削を受け、遺構として認められたものは、全てⅢ層上面による検

出であった。

I tt la～cの 3層に分層された。これらは全て表土層ととらえられ、つい最近まで畑地で

あったところの耕作土である。Ia層はほぼ全域に見られ、層厚は 10～30 cmを測る。

Ib層 は層厚 10 cm内 のものであるが、Ш層とみられる明黄褐色ブロックを多 く含

む。西半では一定した層状をみせるのに対して、東半では断片的にみられるにすぎな

い。 Ic層はⅢ c層を深く攪乱しており、一部において濤状に平行して幾条も延びる

事から、畑作時の天地返しによるものとみられる。

H tt Ha～ cの 3層 に分層された。調査区南東コーナー部分にⅢ層上面において明瞭なプ

ランの違いとして、約 20m2の範囲で認められた。層の大部分はHa、 b層によって占

められるが、全体的に褐色の砂質上の中に、Ⅲ層を巻き上げたとみられる小ブロック

を含んでいる。層厚は25～30 cmで一定している。Hb、 c層 とその層理面はかなり

波打っており、かつての耕作上の可能性も考えられる。

Ⅲ 層 Ⅲ a～cの 4層に分層された。各遺構はⅢ層上面で検出されている。III層 のなかでも僅

かな違いではあるが、Ⅲ b、 HI b′層がやや暗い黄褐色として認められ、遺物の包合は

この層を中心としている。I層による攪乱の為、Ha層 は極狭い範囲で、層厚も12 cm

程が認められるに過ぎない。HI b層 は西壁部分に約 7m幅で認められたが、東方へ延

びている状況ではなく、層厚は 15 cm程 のものである。調査区東半分についてもⅢ層

の断面確認を行ったが、Ⅲ c層より上層は確認出来ず、おそらくは後世の耕作により

削平されたものとみられる。
Y40

 ヽ               |

第 4図 基本層位断面図 南壁 (1)



Y20

|

Y25

|

Y15

|

盛土 耕作土

Llaか らLIcは 現耕作土。
LHb、 L II c ttHI層 と接する部分については1lI層 を小ブロックとして、かなり巻き■げ
ている。
         第 5図 基本層位断面図
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上

Ｄ

上

ｃ

基本層位

上   色 上   質 備  考
10Ⅵ壷ん にぶヤ瑣褐色 砂質土

10YR5/2灰黄褐色 砂質土 10YRS/6明黄召色、砂質シルトをアロック状に含む

10W駒イ によい絶 砂質土 炭化物・焼土粒を全体に含む

ЮⅥもれ によい黄褐ζ 砂質シル ト 炭化物・焼土粒をまばらに含む

10YR4/4 純 砂質シル ト 炭化物・焼上粒をまばらに含む

10YR4/4 絶 砂質シル ト 炭化物・焼土粒をまばらに含む

IOIRSん  黄絶 ンガン斑を全体に含む

IOYR4/4 褐色 炭化物を密に層状に含む

3b Ю判的1によ1鴬飽 シルト 炭化物を全体にまばらに含む

10YR5/6資召色 L3aに
'ヒ

して砂っぼい

Ⅶ

^
り区 位

土  色 土  賀 備   考
19YRfl/6卸抱 灰自色ンル トブロックが集中して見られる

10hPr14 によt翠寵8 砂質土 ヨ717質 シル ト層との互層

1,V晰砲 によ,妥熊題 砂質土 レ aに比 して明るく砂のみの均質土

Ⅵ的1にぶイ演悟色が主とな
砂質土

砂質上のみの水性堆積

(層厚 1～2mm力 らゝ20 mm程 )
5YR3/6 明赤褐色 砂質土 他に10YR7/3に ない黄僑色が見られる

10CY4/1暗 緑灰色 粘性シルト 粘佳強、グライ化

南壁 (2)、 西壁、深掘り区
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Ⅳ.検出遺構 と出土遺物

検出された遺構としては、土墳跡 4基、井戸跡 1基、濤跡 2条、性格不明遺構 5基、掘立柱

建物跡 3棟の他、137の ピットがある。遺構の分布は調査区ほぼ全体にみられ、特に集中する箇

所もなく、遺構間の重複もあまり認められなかった。

(I)上壊跡 とその出土遺物

SKI 土城跡

[位置]調査区の東端、X15。 Y42付近に位置する。長軸方向は真北に対して東に約12°偏してい

る。

[遺構の確認]III層上面において検出した。SKlは P37を切っている。プランが調査区の北壁よ

りさらに北へ延びていたことから調査区を拡張して全体を確認した。

[形態・規模]平面形は上端において北壁側にやや張りのある楕円形を呈し、下端もほぼこれに

準じている。長軸は 260 cm、 短軸は 180 cm、 深さは土墳中央で 75 cmを 測る。底面は狭いが

僅かな平坦面を持ち、明瞭な境のないまま壁面へと連続していく。壁面はほぼ四方とも45°程の

傾斜をもって立ち上がり、中位の稜線より上半はやや緩やかとなり、特に東壁については僅か

な段が見られる。

[堆積土]11層に分層され、各層とも層厚は薄い。1～ 3層 は褐色の砂質シルトを中心としてい

るが、それより下層はⅢ層を小ブロックとして含むなど、黄橙、黄褐色を呈したシルト質上を

109mトー

Ｘ‐５

Ｙ４４
上

下

m

土  色 上   質 備   考

10 YR4/4褐 色 砂質シル ト 焼上泣を僅かに含む

10 YR4/4褐 色 砂質シル ト ′ユよりやや暗い色調、焼土粒を僅かに含む

10 YR3/3暗 褐色 砂質シル ト 炭化物、焼■粒を僅かに含む

IOWRツ 0に瀬手薄働色 砂質ンル ト 炭化物を僅かに含む

10YR4/3に ぶい黄褐t 砂質シル ト

10YR4/2灰黄褐色 砂質ンル Ⅲ 炭化物・焼土粒を僅かに含む、粘性強

10YR4/3に ぶい馳 砂質シル ト 炭化物・焼土粒を僅かに含む、粘性強

10YR・ア1に』,】封登色 砂質ンル ト 灰褐色プロックを全体に含む、粘性強

10YR5/2灰 黄褐色 黄褐色ノロックを全体に含む

10YR`/4に よい黄捜色 砂質シル ト 灰褐色ブロックを全体に含む、粘性強

10YR5/,灰 責褐色 黄褐色ノロックを全体に含む

第 7図  SKl



主体としている。全層を通して焼土粒、炭化物粒を少量含んでいる。各層の堆積状況から自然

堆積とみられる。

[出土遺物]堆積土中より非ロクロの上師器、須恵器、土師質土器、陶器が出上した。13～14c

の常滑の甕より、上墳はこの時期に近いものと考えられる。

:1:Ⅲ
illl十

＼

一

ュ 4

韓 Эcm

第8図  SKl出土遺物

SK2 土壊跡

[位置]X18.Y14付近に位置する。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。

[形態 。規模]平面形は_上端、下端ともほぼ円形に近い形を呈している。径は 130 cm、  深さは

土墳中央で 44 cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁面との区別は引瞭である。壁面は全周して45°

程度の傾きで立ち上がり、北壁を中心に多少の稜線がみられる。

[堆積土]9層に分層される。全体的に上半の層は砂質シルトを主体とするが、中程より下半に

ついてはより粘性を帯びた土質となる。 1～ 8層が自然堆積と判断されるのに対して、最下層

の 9層はその攪拌状況から、人為的に埋められた可能性がある。

[出土遺物]ほぼ中位の堆積土中より非ロクロの上師器、陶器、磁器が出上した。磁器には白磁

Ｘ‐８Ｙ‐３‐キ‐

Ｘ‐８Ｙ‐５‐Ｔ北

図版 No 登録 No 種別 器形 遺構・ グリット 層位 外面調整 内面調整 口径 底径 器高 備考 写真図版

須恵器 イ 3層 ロクロナデ 底部:回転ベラケズリ ロクロナデ (30)

土師器 」ヽ型重 埋土 口縁部:ヨヨナデ、頸部:ハ ケ 口縁部:ヨヨナデ、頻部:ハケ

:師質土B 4層 ロタけ デサ デ酎 :雌細 , ロナデ 14c中頃～後半

埋 土 ロクけデ、瑯 回転細 ,、顧麒 14c中頃～後半

陶器 褻 10層 常滑、13～ 14c

土  色 土  質 備   考

10YR4/4褐色 砂質ンルト 黄褐色小ノロックをまばらに含む

1,VR1/3に よい細 砂質ンル ト 黄褐色小プロックをまばらに含む

10YR4/3に よい貢偶e 砂質ンル ト 黄褐色小ノロックをまばらに含む

ЮWR98に由乎韓勧色

1画Ry2灰黄褐色

lαR粥 にぶヤ減鵡色 黄橙色砂質プロックを密に含む

nY硝 /1褐灰色 粘性ンルト

ldYR6/4に よいArO 砂質シル ト 灰褐色プロックを全体に含む

10YRG/3に ぶい触 褐色土 とかなり細か くカクハンされている

第 9図  SK2
0            1m
|



と染付があり、いづれも17cの ものとみられることから、土娠はこの頃の時期に近いものと考え

らイtる。

第10図  SK2出土遺物

SK3 上娠跡

[位置]調査区の西端、X20.Yll付近に位置する。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。調査区南壁にかかるように土墳の 1/3程の輪郭を

検出したが、この地点は盛上が厚い為に調査区拡張は行わず、検出部分のみの掘り込みにとど

めた。SK3は P133(SB3)を 切っていることからSB3よ りは新しい時期のものであるが、出土

遺物が無く、詳細は不明である。

一―

[形態・規模]平面形は円形或いは精円形を呈する

cm以上と推定されるが、下端部分が未検出の為に、

壁面は緩やかに立ち上がるものとおもわれる。

[堆積土]掘 り込んだ箇所において 2層 に分層

された。共に黄褐色系の砂質シルトで、灰白色

ブロック及び酸化鉄斑を全体に含んでいる。

ものと推定される。上端部分での径は280

深さ、底面の状況については不明である。

上  色 土  質 備  考
10YR6/2灰 黄福色 砂質シル ト 酸化鉄斑・灰自色小ブロックを含む

10Ⅵ晰れにぶ1醜 砂質ンル ト 酸化鉄斑・灰白色小プロックを含む

SK4 土境跡
m

[位置]調査区の西端、X18.Y9付近に位置する。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。調査区西壁に一部かかる形で検出したが、盛上の厚

い箇所な為に調査区の拡張は行わなかった。上墳の北半に人為的攪乱があった為に、北半につ

いては上端プランを除いては本来の姿をとどめてはいない。SK4は SD2を切っている。

[形態・規模]平面形はほぼ円形を呈し、径は220～ 240 cm、  深さは土墳中央で約 80 cmを測

る。上墳は全体にすり鉢状を呈し、底面は狭 く、中央に僅かな平坦面をもち、壁面は全体を通

して30～ 40°の傾きで立ち上がる。

[堆積土]6層に分層される。全体を通してやや砂質のシルトを主とした自然堆積土と考えられ

図版 No 登録 No 種別 器形 遺構・ グリット 層位 外商調整 内面調整 口径 底 径 器高 備考 写真図版

互器 (染付 碗 5層

擁 SK2 5層 高台に砂粒、17c

第11図  SK3



るが、 4層については粘性が強く、責褐色土層との互層となっており、土墳機能時には常に水

の影響を受けるような状況にあったことが推察される。

[出土遺物]堆積土中より石核、縄文土器、非ロクロの上師器、須恵器が出土したが、石核、縄

文土器については、この付近に縄文土器を包含するⅢ b層が存在することから、後に流入した

ものと考えられる。

土  色 土   質 備  考

IOYR5/2 灰責褐色 炭化物・ マンガン斑を僅かに含む

mM I叡 渕餡 砂質シル ト ほとんどIII層の地山層に類似
7 5GY 緑灰色

2 5YS/1 黄灰色 粘性シルト やや黄褐色ぎみの砂質ンルト層との互層

10YR5/1 褐灰色 砂質シル Ⅲ

0 10Y硝/1 褐灰色 砂質シル ト

図版 No 登録 No 種別 選籍・グリット 層位 長さX幅 ×厚さ (mm) 重量 (g) 石材 使用痕 備考 写真図版

剣片 3層 流紋岩

第12図  SK

(2)井戸跡 とその出土遺物

SEI 井戸跡

[位置]X18.Y18付近に位置する。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。SElは P102を切っている。

[形態 。規模]検出面での平面形はやや南北方向に長い円形で、底面近 くではほぼ円形を呈する

素掘りの井戸である。上端での長軸は 170 cm、 短軸 140 cm程 のものであるが、それより約 3.2



m下方においては径が 80 cm弱 と狭まっていく。壁面は東壁部分についてはほぼ直立気味に立

ち上がるものであるが、他の箇所は壁面の剣落が著しく、上半分に限ってみれば本来の形をと

どめてはいない。しかし深さ2mよ り下方については地盤の硬いこともあって、掘り込み当時

の姿を残しているものとみられる。調査の安全管理上、掘り込みは検出面より約 3.4mの深さ

で中断し、井戸底面の検出は行っていない。

[堆積土]深さが約 2.2mま では15層の分層が可能であったが、それより下層については井戸

内が狭惨で、且つ断面よりの湧水の多いことなどにより分層できず、一括して16層 としている。

全層とも基本的には自然堆積とみられ、水性堆積の為に細層が互層となる層や、明らかに壁面

の崩落層と認められるものも多くみられた。

[出土遺物]堆積土中より遺物の出上があった。11層より非ロクロの上師器、陶器、板状の木製

品、16層より漆器、杭が出土し、他にも石器、土師質土器、瓦質土器、磁器、瓦などが出土し

ているが、井戸の性格上、堆積土中のみの資料により年代を知ることは難しい。

0            1m

卜
や

Ｘ‐８

Ｙ‐６
上

‐

Ｘ‐８

Ｙ・９

‐

Ｔ

ヨN十 土  色 土  質 備  考

10YR4/4 絶 砂質ンル ト 黄褐色小ブロッタを全体に含む、炭化物をまばらに含む

m則 8掟謝�潮臨 砂質シル ト 5cm程の黄褐色プロックをまばらに含む

10YR5/2反資褐色

“
説唇V4にかう確叡ζ シルト 10YR4/4褐色、砂質シルトとの互層

10YR5/2灰黄褐色

ЮW馳竺十帥 賀絶 IOYR4/4褐色、砂質ンルトとの互層

10YR4 31こ ィゝⅢⅢ巽砕ξ確ヨ 粘性ンル 黄褐色ブロックを多量に含む

m糊 41珈 灘餡 砂質シル ト 完全な壁崩落層

10Y郎/3によヤゝ馳 V17質土 完全な璧崩落層

10YR5/2灰 責掲色 砂質シルト 下半に責褐色小ノロックを多量に含む

1,YR5/3に よい黄褐色 砂質土 壁崩落層、黒褐色ブロックを少量含む

10YR4/2灰 責褐色 黄褐色・黒福色小ノロックを全体に含む

101RIII謝 濁鼈 砂質シル ト 黒褐色ブロックを全体に含む

10YR4/1禍 灰色 砂質ンルト 黄橙色ブロックを少量含む

10YRS/1に よい黄謁色 砂質ンル ト 灰褐色プロックを多量に含む

tOYR4/1縄 灰色 粘性ンル ト 褐色の砂層が層状に見られる

第13図  SEl





図版 No 登録 No 種男」 器形 通構・ グリット 層位 外面調整 内面調整 口径 底径 器高 備考 写真図版

上師器 霊 11層 口縁部:ヨ ヨナデ、体部(ヘラナデ 口瓢 :ヨ サ ス 脚 ヘオ デ

瓦質土暑 3層 ロクロナデ、底部 :ナ デ 手あぶり

l層 ロクロナデ 近世

陶需 1層 底部:回転ヘラケズリ、淡質色釉 美濃、17c前葉

3 鶴獣青髄 碗 2層 朱代

L師質土 魁 ロクロナデ ロクロ,デ

瓦 平瓦 埋土 凸面 :縄目 凹面 :布目 12-9

漆需 椀 16層 葉文、圏線

16層 ガ物による切傷痕

抗 16層 加工面数 :1面 丸材、樹皮付

図版 No 登録 No 勧 」 遺構・ グリット 層位 長さX幅 ×厚さ (mm) 重量後 ) 石材 使用痕 備考 写真図版

14-9 石製品 H層 粘板岩 磨 ?:側面 8-13

(3)溝跡 とその出土遺物

SDI 濤跡

[位置]調査区のほば中央、Y21～28ラ イン内に位置する。濤方向は真北に対して西へ約11°偏し

ている。

[遺構の確認]Ⅲ層上面において検出した。北端は天地返しの為に上方がやや削平されている

が、それ以外の遺存状況は良好である。濤の周囲には多数のピットが見られるが、濤の堆積土

上には全く検出されなかった。

[形態 。規模]調査区幅が約 6mと いう制限はあるが、濤幅は南壁付近で 3.4m、 中央で 3.8

m、 北壁付近で 4mと北に向かうに従い幅広となる。検出面からの深さは中央付近で 70 cmと

そう深いものではなく、この数値は全体を通してほぼ一定している。底面幅も80～ 100 cmで一

定しており、わりと平坦な面をみせている。壁面は底面との明瞭な境をもつ。西壁は中位にあ

る段までは45°程の傾斜をみせるが、それより上はより緩やかなものとなる。東壁は段こそない

が中位に稜線をもち、立ち上がりの傾向は西壁同様である。濤全体としての形態は濤幅のわり

には壁面の傾斜が緩やかで、深さもそう無いものといえよう。底面のレベル差は全体で 15 cm

内に収まるもので、また体感的にも傾斜の方向は判断できず、濤方向は特定しかねる。

[堆積土]中央に設定したベルトにおいて17層に分層されたが、同時に確認した南壁においては

6層にとどまり、その対応関係も不明瞭であった。全体的に灰責褐色が主体を占め、上半にお

いては砂質が強く、下半はやや粘性を帯びてくる。15層は完全な砂層で、ほぼ底面全体にみら

れる。堆積土は全て自然流入とみられる。底面には酸化鉄の集積が著しく、北壁での断割りの

結果、鉄分の集積は地山中 10 cmまで波状にみられた。

[出土遺物]堆積土中より非ロクロの上師器、須恵器、赤焼土器、陶器、石製模造品、石器、瓦

などが出土したが、量では非ロクロの上師器が最も多かった。しかし底面直上で中世陶器が出

土したことから、SDlはほばこの時期に機能し始めたものと考えられ、周囲の遺物の散布状況

をみると、土師器をはじめ他の遺物については後世の自然流入と考えられる。
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土  色 土  質 備  考

10YR5/2灰 責掲色 砂質土 酸化鉄・マンガンを多量含む

10YR5/2灰責褐色 砂質土 酸化鉄・マンガンを多量含む

10YR5/2灰 黄褐色 秒質土 酸化鉄・マンガンを多量含む

10YR5/2灰黄褐色 砂質上 酸化鉄・ マンガンを多量含む

10YR5/2灰 黄掲色 酸化鉄・マンガンを少量、黄褐色プロックを含L・

10釈5/2灰馳 砂質上 酸化鉄・マンガンを多量、砂質ブロックを含む

10Y疇 /2灰黄褐色 酸化鉄・ マンガンを多量含む

IOIR6/41謝い剤絶 砂質土 褐灰色砂質シル トプロックを多量含む

10YR5/2灰 黄褐色

10VR5/2灰 黄褐色 砂質ンル ト 酸化鉄・ マンガンを多量含む

10YR5/2灰 黄褐色 砂質シル ト 炭化物・焼上粒を僅かに含む

10Y尽 5/2灰責褐色 酸化鉄・マンガンを多量含む、砂 とシル トの互層

10YR4/2灰黄褐色 粘性ンル 東壁近くで砂が多量混入

10YR5/2灰 黄褐色 砂質シル ト 酸化鉄・マンガンを多量含む

10YR5/,灰 黄褥色 砂質土 黄褐色プロックを少量含む

10YR5/2灰 責禍色 砂質シル ト 酸化鉄・マンガンを多量含む

25Y7/3浅黄色 砂質シル ト 酸化鉄をまばらに含む

全体を通して、炭化物を僅かに含む

第15図  SDl
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SD2 溝跡

[位置]調査区の西端、X9.5ライン上にそって位置する。濤方向は真北に対して東に約 13°偏し

ている。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。SD2は SK4に切られている。

[形態 。規模]調査区内約 10mにわたって検出された濤の上端幅は 75～ 100 cmで、下端幅は

15～30 cmを測る。断面形は平均60°の壁面が立ち上がり、壁面と底面との区別はそう明瞭なも

のではない。プランは一直線状に延びており、形態からみてもSD2はかなり規格性をもった濤

であることが窺われる。濤底面のレベルをみてみると、濤の北端と南端では約 10 cmの レベル

差をもって北側部分が高くなっていることが分かるが、狭い範囲での検出のため、濤方向の特

図版 No 登録 No 種別 器形 通構・ グリット 層位 外面調整 内面調整 口径 底径 器高 備考 写真図版

土師器 甕 埋 土 口縁部 :ヨ ヨナデ 回縁部 :ヨ ヨナデ

土師器 霊 SDl 埋 主 戦
一
ユユr 却答

=
早撃野
=写
イア津 こ

瓦 平瓦 SDl I層 凸面 :縄目 凹面 :布 目

土師器 不 1層 ナ デ

赤焼土器 イ 理土 ロクロナデ

土師器 甕 SDl 理土 鍬伊デイ
~~′ ′｀年

土師器 寮 理土 ヘラナデ

陶器 露 底面 226) 白石窯系

図版 No 登録 No 種別 通構・ グリット 層位 長さ×幅×厚さ (mm) 重量 (g) 使用痕 備考 写真図版

ビェス ェスキ 1層 珪質貢岩

有孔円板模造品 埋土 径29以上 X45 粘板岩 貫通孔 1か所

第16図  SDl出 土遺物



雪N引  上  色 土  質 備   考

10YRS/2灰責褐色 砂質シル ト 責褐色小ノロックを全体に含む

10YR5/2灰費褐色 砂質シル ト

10YR5/2灰絶 ′1、 ザ2よ り灰色がかっている

10YR4/2灰費褐色 砂質シル ト 黄褐色小ノロックを全体に含む

“

Ⅵ船れ におい黄橙ζ

10 1PN7れ 明責褐色
砂質ンル ト いずれも砂質シルトとの混合上

10YRV2灰黄褐色 IOYRS/4に よい責褐色の砂質■との互層 (下半に顕謝

10VR5/1禍灰色 砂質ンルト

8 10YR5/2 灰紬 ンルト IOYR5/6黄褐色、砂質ンルトをブロック状に合む

10YR5/6貨褐色 砂質シルト iOYR5/つ 灰黄褐色のシルトをノロック状に含む

10YR6/1褐灰色 砂質シル ト 10YR6/4に ぶい黄橙色のシルトとの撹拌上

10YR5/1栂灰色 砂質シル ト 10YR6/4に ぶい黄橙色シルトとの互層

牌 )1 甥勢〃2

0                2m

第17図  SD2
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図版 No 登録 No 種別 器形 遭構・グリット 層位 外面調整 内面調整 口径 底径 器 高 備考 写真図版

縄文土暑 深鉢 埋土 縄文 (R)、 沈線文

縄文上撃 深鉢 SD2 埋土 縄文 (LR)

縄文土零 深鉢 埋土 縄文(LR)、 沈線文、波状口縁 沈線文、

土師器 壽 理 土 口縁部:ヨ コナデ、体部:ヘラケズリ 口縁部:ヨコナデ ‖部:ヘラナデ (112)

赤焼土器 イ 埋 土 ロクロナデ、底部!回転索切, ロクロナデ (1,7)

赤焼上器 イ 6層 脚 ロクロナ■ナデ、8部 :嚇細 , ロクロナデ

鉄鏃 雁 ヌ 埋土

定は出来ない。

[堆積土]2か所において断面確認を行ったところ、■層の分層が可能であった。砂質シル トが

主体を占め、幾層かにおいてはⅢ層がブロック状に入った混合層が見られることから、一部人

為的に埋められたこともあるとの推測もできるが、定かではない。

[出土遺物]堆積土中より石器、縄文土器、非ロクロの土師器、須恵器、赤焼け上器、鉄鏃、鉄

滓の出上があった。石器、縄文土器についてはこの付近にⅢ b層が存在することから、後に流

入したものと考えられる。

(4)性格不明遺構 とその出土遺物

性格不明遺構としたものはSXで表記しているが、ここでは遺構と認められるにもかかわら

ず、残存状況が極めて悪いものや、調査の制限上、全体を検出できず、形状も不明なものを掲

載している。

SXI 性格不明遺構

[位置]SDlの東隣、X16ラ イン.Y28～ 34の範囲に位置する。短軸方向は真北に対して東に

約 9°偏している。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。SXlは P80、 129、 130を切っている。

X15
Y29

X15
Y33

Ц    r 0                  2m

土  色 上   質 備   考

10 YR4/4福 色 砂質土 炭化物・焼土粒を全体にまばらに含む

10 YR4/4褐 色 砂質土 炭化物・焼上粒を全体にまばらに含む

第18図  SXl



[形態・規模]平面形はほぼ東西方向に長軸をもつ長楕円形を呈し、長軸 540 cm、 短軸 240 cm

を浪よる。全体的に西半部分が低 くなっているが、深さは20 cm前後の残存である。底面は特に

起伏は無いが、東西壁ではかなり緩やかな傾斜をもったまま壁面として立ち上がるのに対して、

西半部分の南北壁のみがやや角度をもって立ち上がるものとなっている。

[堆積土]2層に分層される。両層とも褐色の砂質土を主体とした層で、焼上、炭化物を全体に

含んでいる。

[出土遺物]堆積土中より非ロクロの上師器、須恵器が出土したが、確実に遺構に伴うと思われ

る遺物の出土は無かった。

SX2 性格不明遺構

[位置]X18.Y33付近に位置する。短軸方向は真北に対して東へ約 4°偏している。

[遺構の確認]ⅢI層上面において検出した。

[形態・規模]平面形はSXl同

様、長楕円形を呈し、長軸 180

cm、  短軸 60 cm程度 を測 る

が、規模としてはSXlに比して

小型である。底面は平坦でほぼ

水平であるが、深さは全体的に

10 cmに も未たない。残存が少

ない為に壁面の状況は不明であ

る。

[堆積土]褐色砂質シル トの 1

層のみが認められた。

[出土遺物]堆積土中より剣片、
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土  色 土  質 備   考

10YR4/4褐 色 砂質ンル ト 炭化物・土器片を多量に含む

ト

ー

「
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露
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図版 No 登録 No 種房」 器形 遺構・ グリット 層位 外面調整 内面調整 口径 底径 器高 備考 写真図版

上師器 不 SX2 層 口縁部:ヨ ヨナア、体部:ヘラナデ

土師器 層 体部 !ナ デ 体部 :ヘラミガキ

土師器 SX2 層 口縁邪:ヨコナス体部:ヘラミガキ 口鮒 ,,デ、い都:ヘラ

土師器 饗 SX2 層 体部 :ヘラナデ 体部 :ベラナデ

土師器 妻 層 口縁部 :ヨ ヨナデ 口縁部 :ヨ ヨナデ

土師器 甕 SX2 層 口縁部!ヨ ,ナデ体部!ハケメ‐ヘラナデ 体部 :ベラナデ (72)

土師謡 墾 層 A3:ヘラケズ

'‐

ナス底部:ヘラケズ, 体部 :ヘラナデ・ ナデ

土師器 褻 層 噛部′拐可サ潮静Ⅲ鶴 iマ翔 口期 : ナ大体毬 ヘラナデ

第20図  SX2出 土遺物

数個体分の非ロクロの土師器が出土 した。sX2は これら土師器の時期のものである可能性が強い。

SX3 性格不明遺構

[位置]調査区の東南端、X20,Y43付近に位

置する。

[遺構の確認]HC層 の除去後、Ⅲ層上面にお

いて検出した。プランはコーナー部において

一部検出されたが、上層の堆積土量の多いこ

とから全体の検出作業は行わなかった。SX3

はH層の形成以前に掘られたものである。

[形態・規模]一部のみの検出のため、平面

形、規模などについては不明である。底面も

未検出であるが、検出面からの深さは80 cm

以上である。壁面は約30°程で立ち上がり、途中僅かな平場をもつ箇所もある。

[堆積土]掘 り込んだ箇所において 2層に分層された。層中にはⅢ層を小ブロック状に含んでい

る。

SX4 性格不明遺構

[位置]X8.Y38付近に位置する。南北軸方向は真北に対して東へ約 2°偏している。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。プランが調査区東壁にかかっていたことから拡張し

たところ、東壁は天地返しにより失われていた。SX4は P29、 125に切られている。

[形態・規模]残存部分から推定すると、平面形は隅丸方形を呈し、規模は南北軸で 140cm、 東

西軸で 110 cm以上である。底面はほば平坦、水平で、深さは平均して 10 cm程度である。

Ｘ２０

Ｙ４４

上

下

0             1m
i

土  色 土  質 備   考

ЮB6 4にぷⅢ黄褐色 砂質ンル ト 褐色ノロックを多量含む

101PS 4 によヤ1籠色 砂質シルト 褐色ブロックを少量含む

第21図  SX3



壁面は底面と明瞭な境のないまま緩やかに立

ち上がるものとなっている。

[堆積土]2層に分層される。両層とも責褐色

砂質シルトで自然堆積と考えられる。

[出土遺物]堆積土中より非ロクロの上師器が

出上した。

109mトー

土  色 上  質 備  考

lCW町/1によい剤聰 砂質シルト

101RS/3に よい資福色 砂質ンルト 灰色、黄褐色小ノロックを全体に含む

Ｘ

Ｙ

Ｘ ８
Ｙ３７
‐

下

ml

第22図  SX4

SX5 性格不明遺構

[位置]X20.Y23付近に位置する。長軸方向は真北に対して東へ約16°偏している。

[遺構の確認]HI層上面において検出した。プランは調査区南壁にかかる形で検出されたが、調

査区の拡張は行わなかった。

[形態 。規模]検出した箇所のみでの平面形は先細りの長楕円形を呈する。長軸 210 cm以上、

短軸 75 cmを最大とし、南壁における断面確認においては深さ20 cm程のものである。底面は

平坦で水平であるが、南壁近 くではわりと急な立ち上がりをみせる壁面も、北半部分について

はかなり緩やかとなり、深さも浅いものとなる。

[堆積土]3層に分層された。1層 としてほば

垂直に立つ層が見られたことより、当初 SX5

は柱穴の可能性も考えられたが、形態からみ

てその可能性は低 く、別のピット状のものが

重複していることも考えられる。

[出土遺物]堆積土中より石器、非ロクロの

上師器が出上した。

0            5cm
半

0            1m

Ｉ
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|¬
�

l

引

|
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土   色 土  質 櫨  考
ЮYR3/3臨詭 砂質ンル ト 炭化物プロックを密に含む

10YR3/9 醍粋蹴色 砂質ンルト 黄褐色ノロックを全体に含む

10 YR4/4褐 色 灰白色ノロックを全体に含むが割と均質■

図版 No 登録 No 種別 器形 遺構・ グリット 層位 外面調整 内画調整 口径 底径 器高 備著 写真図版

土師器 郭 1層 体部下端 :ヘラケズリ ナデ

第23図  SX



(5)掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は多数検出されたピットのなかで規則性をもって配列しているものから、合計

3棟が復元された。ピットの形状、深さ、堆積上の状況などは多種多様であるが、 3棟以外に

もほぼ等間隔をもって一列に並ぶものも幾つか認められる (P71.130.8079.33や P55.50.44.

131な ど)。 また北側張り出し区のように、ピットが集中し、掘り方を伴うものも幾つかある地

点があるが、調査区の制限上、建物の認定までは至っていない。

3棟の掘立柱建物跡の方向はいづれも東西棟の建物であり、この方向はSDlや H層堆積部分

の段差の方向とも一致しており、これらとの関連性も考えられるものである。

SBI 掘立柱建物跡

桁行 3間で、柱間が 265～ 308 cm、 梁行 1間で、柱間が 380～ 390 cmの東西棟建物動である。

北東コーナーは畑作による天地返し、南西コーナーは調査区外のため検出できなかった。梁行

柱ア」方向は真北に対して西へ12°偏している。P129が SXlに切られていることから、SBlは

SXlよ り古いものと考えられる。柱穴は径 30～ 18 cmの 円形が主で、深さは 46～ 20 cmを測り、

P62に は柱痕跡が見られる。P49堆積土中より非ロクロの土師器が出上した。

SB2 掘立柱建物跡

桁行 5間で、柱間が 225～ 234 cmと見られ、梁行 2間で、柱間が 252～ 330 cmの東西棟建物

跡である。北側桁柱列は天地返しのためにほとんど検出されなかった。梁行方向は真北に対し

て西に14°偏している。柱穴は径 41～ 19 cmの 円形が主で、深さは 38～ 14 cmを測る。P41堆積

土中より土師質土器の杯が、また P73堆積土中より非ロクロの土師器奏が出上した。

SB3 掘立柱建物跡

桁行 4間で、柱間が 220～ 283 cm、 梁行 4間で、柱間が 165～ 190 cmの東西棟建物跡である。

梁行方向は真北に対して西に12°偏している。柱穴は径 75～ 17 cmの 円形が主で、深さは 9～46

cmを測り、P121に は柱痕跡が見られる。P133は他のピットよりやや大きめで、底面には偏平

な円礫が敷設されていた。この P133が SK3に切られていることから、SB3は SK3よ り古いも

のと考えられる。

(6)ピ ッ トとその出上遺物

調査においては、土墳、性格不明遺構と区別されるものとして、小穴、或るいは柱痕の可能

性のあるものについて、ピットと呼称して記録化している。ピットは形状や底面の様子、堆積

上の状況などに留意しつつ認定していつたものであり、明らかに後世の攪乱や木根などによる

攪乱と判断できるものについては除外している。

ピットは全部で137検出している。ほぼ全体にみられる状況にあるが、Ⅲ層上面での検出では、

SDlの堆積土上や、南東コーナー部のH層堆積土上においては全く検出されていない。また I



せも俺P5も通

も
を5m篭
燃

Ｐ２
◎
　
Ｐ３６
◎聴館

R9闘

◎

Ｎ

伴

く

、

ャ

、

Ｐ７頚
ぎ
Ｐ‐０

艦 撞
|            |

罐
≒
こ SB3

甚
桂

差

5つ X36Xこ 9

―
プ

Ｊ

鶴
ＳＸ４
く

Ｋ

芽
監
∵
＼

／

れ

攘
＃
こ
|            1硝

あ X麻
"

撻
梓
こ

1鬱
″ Xお X閉

1飩 1能
X tt X"

磐 世
暇 仕

‰

�
８３

。

　

　

　

　

　

Ｐ６４
（

）

Ｐ７８
◎
Ｐ７９
⑨

Ｐ
　

Ｐ６‐
◎

|あ |%XttXl性

得灰色、によい黄橙色とを含む。   S酎 縄り万?

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

f
P99
①

P lo0

⑫

―
ス

識
P122
0 Pl10

`1)◎

9

k）

＼
⑥

Ｐ‐２３
Ｆ

割

∨

2

//

＼ 手
Ｐ‐２０⑥

駒 P108

Θ
P107

Ｐ解

曲
疹

Ｐ‐０
０

(

3 ＼独
１

／

|

SB3
|

SB3
は

叫
醜

I   SBI
|

酌

SB2   1

| || |

――■X5

―
X10

一
X15

―
X20

３

　

　

Ｙ
|

Y40
|

Y45Y25

第24図 掘立柱建物跡とピッ ト、ビッ ト誰記表
Y10 Y15

23・ 24



c層の天地返しによる攪乱が著しい箇所の北側張出し区の中程や、北壁際全体、SDlよ り西側部

分についても、Ⅲ層面がかなり削平されており、検出数は少ない。他の遺構との切合いを見る

と、ピットを切っているものには、SKl、 3、 SEl、 SXlが見られ、逆にピットがプラン上に検

出されたものは、SX4がある。ピットの中には、その配列状況から掘立柱建物跡の一部である

と判断されたものも多数あるが、組み合わなかったもの以外にも柱穴であるものも多いと考え

られる。しかしながら、以上のもの全てが同一時期とは限らず、柱穴以外の性格を有するもの

も多いと考えられる。                 /

配

∝m

翠 る
′

―‖L―琴と:.5

影
靭

/

Ｐ７４鬱５
訂

Ｘ
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性 す ― 一 ― ― 十 司 一 ― す 勺
」
Ⅲ
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監~¬―~可~~下~~「~lm

Э             5cm

■季争B

図版 No 登録 No 種  別 器 形 遺構・グリット層 t 外 面 調 整 内 面 調 整 口 径 底 ね 器 積 備   考   1写真図向
土師器 小型壷 P49(SBl) 1層 ナデ

土師器 不 1層 タロナデ、底部:回転糸切, 黒色処理

土師器 甕 P73(SB2) 底面 ナデ

土師質土器 P41(SB2) I層 ロクロナデ 11-9

土師器 1層

第25図 ピ ッ

頸版 N( 警録 N( 種  別 遺構・ グリット 層位 長さ×幅 X厚 さ(mm) 重量 (を ) 石  材 使 用 痕 備  考 写真図版

礫石器 9133(SB3) 2層 残99X85× 54 石英安山岩 磨 :片面、敲 :倒面



(7)遺構以外か らの出土遺物

I.I層 出上の遺物

Ia～c層 は最近までの耕作により、遺構中及びH、 Ⅲ層中に包含されていた遺物をかなり攪

乱している。 I層は重機で除去したことにより、ここで図示する遺物は主としてⅢ層上面の遺

構検出作業時に採取したものであり、取り上げはグリットごとに行っているが、遺物本来の位

置は失っているものである。採取遺物としては、縄文土器、非ロクロの土師器、須恵器、土師

質土器、瓦質土器、陶器、磁器、瓦、石器、石製模造品、古銭、鉄塊がある。

]

愛

遁 ≡ 」 玉 乙
16

0                         10cm＼
第26図  I層出土遺物 (1)
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第27図  I層出土遺物 (2)
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図版 No 登録 No 種  別 器  形 層 t 外 面 調 整 内 面 調 整 口 径 豪 径 器 喬 備 考 妻真図版

縄文土器 X15 Yll 縄文 (L)

土師器 イ 口縁部 :ヨ ヨナデ

土師器 イ 目縁部:ココナデ、体部:ベラナデ 口縁部 :ヨ コナア、体部 :ヘラナデ

土師器 不 口郷Чホ細半:ヨ〕ナデ引
`部

下半:ヘラケズリ 口協子W踊吐半:ココイデ引本師半:ヘラミ

土師器 郭 体部 :ヘラミガキ

土師器 霊

土師器 褻 体部下端 :ヘラケズリ 体部下端 :ヘラテデ

縄文土器 縄文(LR)

土師器 褻 口縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘラケズリ 口縁部 :ヨ コナデ

■師器 高イ し1 脚部 :ヘラケズリ 脚部 :ナ デ 脚径 46 mm

土師器 高イ 脚部 :ヘラケズリ 脚部 :ヘラケズリ

土師器 高イ X15Y35 イ底部:ヘラナア、脚部:ベラナデ 脚部 :絞 り目

土師器 高不 体部下端 :ヘラクズリ

上師器 高邪 イ部下端 :ヘラケズリ

上師器 高14N 脚部 :ヘラクズリ 脚部 :絞 り目

上師器

須恵器 Ll ロクロナデ ロクロナデ→ナデ 透し孔、外面に波状沈線

土師器 イ ロクロわ 郵疏ヘカズリ醐 :回縣切, ロクロナデ、黒色処理

土師質土器 Ll ロクロナデ、底部 :回転糸切り 中世 ?

土師質土器 小甕 ロクロナデ、底部 :回転糸切,

陶器 鉢 X15Y5 海鼠釉、ロクロナデ (132) 堤廃、19cP

縄文土器 深鉢 縄文 (L)

縄文土器 縄文、ナデ

土師器 雰 X15Y30 口翻都:コ コナア、体部 :ヘラナデ 回縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘラナデ

上師器 イ Ll

土師器 雰 口縁部 :ヨ コナデ、体部 :ナ デ 回縁部 :ヘラナデ、体部 :ナ デ

上師器 不 Ll 黒色処理

土師器 高イ 脚部 :ヘラナデ

上師器 高イ 脚部 :ナ デ 脚部
`絞
り目

土師器 壷 口縁部 :ヨ コナデ 口縁部 :ヨ コナデ

上師器 豆 口縁部 :ヨ ヨナデ 口縁部 :ヨ コナデ

土師器 口縁部 :ヨ コナデ 口縁部 :ヨ コナデ 複合口縁

■師器 整 LI 回縁部 :ヨ コナデ 口縁部 :ヨ コナデ

土師器 小型整 口縁部 ナ デ 口縁部 :ヨ コナデ

土師器 イ 回縁部 :ヨ ヨナデ 口縁部 :ヨ コナデ

土師器 雰 口縁都 :コ コナデ、体部 :ナ デ

上師器 イ

土師質土器 ロクロナデ

土師器 複合口縁

瓦質土器 鉢 ロクロナデ、景ζ処理 ロクロナデ、黒色処理 近世

磁器 (青磁 ) 碗 座に鎌あ

'、

線絲 、出可k

土師器 誕 Ll 回縁部 :ヨ コナデ 口縁部 :ヨ コナデ

土師質土器 鉢 ロクロナデ

上師器 不 X15Y35

土師質土器 鉢 ロクロナデ

ヨ版 N( 垂録 N( 種   別 遺構・ グリット 層位 壷さXtt X厚 さ(mm 重量 (寓 ) 石  材 使 用 痕 備   考 写真図版

有孔剣形模造品 粘板岩 貫通孔 1か所

有孔円板模造品 径22以上 ×2 粘板岩 貫通孔 つか所

礫石器 石英安山岩質凝灰岩 線刻 ?:両面

礫石器 石芙安 山岩 敲 :組1面

第28図  I層出土遺物 (3)



2,H層 出上の遺物

Ha～c層は調査区の南東コーナー部に 20m2足 らずの狭い範囲で認められた。H層 を除去す

るとⅢ層面が段差を形成しており、この箇所は他のⅢ層面に対してレベルが低い所となってい

る。段差部分は緩い傾斜で幅 100～ 130 cm、 低レベル部分までの深さは 25～30 cmで、底面は

ほぼ平坦で、水平に近い面となっている。H

層は褐色の砂質シルトを主体とし、土質から

すれば I層 とそう違いのあるものではない

が、層中からは石器、土師器、土師質土器が

出上し、近世以降の遺物は含まれず、最近ま

での耕作土とは区別されるものである。

o              2m

E

1   0             5cm

―

Ｅ
て
＼

Ｘ２０
Ｙ４５
上下

潮
Ｙ３５
上下

11 lmr―

図版 No 登録 No 翻 」 器形 遺構・ グリット 層位 外面調整 内面調整 回径 底径 器高 備考 写真図版

土師器 高邦 脚裾部 :ヨ コナデ 脚裾部 :ヨ ヨナデ 10-19

第29図 南東コーナー部分

3.Ⅲ層出上の遺物

ここで言うⅢ層は、にぶい黄褐色を主体とした南小泉遺跡の遺構検出面である。今回の調査

ではⅢ層がⅢ a、 b′、b、 cの 4層 に分層され、Ⅲ a、 b、 cの各層から遺物の出土が見られた。

遺物の大部分はⅢ b層からの出上であり、遺物の分布範囲は約 10m2程度で、他域については上

層による攪乱の為、失われたものと考えられる。層中からは縄文土器、凹石、磨石、微細剣離

痕のある石器、多くの剣片の他に、熱を受けた礫が出土している。遺構の検出こそ無かったも

のの、これらの遺物はわりと集中してみつかったことから、これら遺物の包含層のみならず、

この時期の遺構の存在も十分に考えられる。

靡
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9肇h靭牌ll
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第31図 Ⅲ層遺物出土状況、Ⅲ層出土遺物 (2)



0                    5 cm

図版 No 登録 No 種  別 器  形 越構 グリット 冒 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口 径 底 径 程 高 備 考

縄文土器 深鉢 櫛目文

縄文上器 深鉢 縄文 (L)

縄文土器 深鉢 L3b 撚索

縄文土器 深鉢 ? 隆線文 不明

縄文土器 深鉢 L3b 沈線文 不明

30-6 縄文土器 深鉢 X17 41 Yl14( 縄文 (LR)、 沈線文 ミガキ

縄文土器 深鉢 X1876Y102( 縄文 (L) ナデ

縄文土器 深鉢 縄文 (LR)

縄文土器 深鉢 縄文 (R)、 沈線文 N030と 同一個体 ?

縄文上器 深鉢 X1335 Yll16 縄文 (LR)、 沈線文 沈線文、ナデ

縄文土器 深鉢 縄 文

31-2 縄文上器 浅鉢
縄炭(Ll、 洸線文、口唇部に刻み、口縁部に2
個1対の突超1つ

沈線文、 ミガキ (150)

縄文土器 深鉢
猥� lLR)、 沈線文、ミガキ、口霰部に2個 1
対の突超、口唇部に刻み

沈線文、ミガキ

縄文上器 小型蔑 x「 5Y10 ナデ ナデ

縄文土器 深鉢 口醐 磁熱期 に刻み、籐 、ミガヤ 沈線文、ミガキ N030と 同一個体 ?

縄文上器 深鉢 X1921 Vi031 縄文 (RL) ミガキ

縄文土器 深鉢 縄文 (LR)、 ミガキ ミガキ

縄文土器 深鉢 縄文 (LR)、 沈線文、ミガキ 沈線文、 ミガキ

縄文土器 深鉢 撚糸 (R)

雪版 N( 警録 N十 種  別 遺構 グリット 層位 長さ×ls X厚 さ(mm) 重量 (g) 石   蒻 使 用 痕 備  考 写真図版

剣片 流紋岩 折れ面有 り

礫石器 X15Y10 90X80× 274 頁岩 磨 :上側面 大形打石器

際石器 X1614Y1028 92× 79X33 石英安山岩質凝灰岩 凹 :画面、磨 :片面

第32図 Ⅲ層出土遺物 (3)



V.出土遺物とその年代
遺物は遺構内やⅢ層などの遺物包含層などからのもののほか、表土層からの出土がある。数

量的には I層出上のものが最も多く、確実に遺構に伴いその年代を決定できるものは少ない。

今回図示したものは123点で、これらの中には完形に近いものもあるが、大部分は残存状況が極

めて悪いものである。また図示できるものは極力掲載してあるが、未掲載のものの中には小破

片なために種別さえも不明なものも多数あり、以下に示す遺物がその種別の全てを表している

ものではない。以上のことから、ここでは特に遺構、基本層を問わず、年代のある程度判明し

た遺物を時代ごとに見ていきたい。

(I)縄文時代の遺物

縄文時代の遺物としては縄文土器 (深鉢、浅鉢、重)と石器 (剣片石器、礫石器、石核)が

ある。これらの出土地は大半が I層 とⅢ b層であるが、SD2堆積土中からの出土も数点ある。

縄文土器

図示できたものは深鉢23点、浅鉢 1点、重 1点がある。

[深鉢]

大部分が小破片のため、土器全体としての特徴を示すものではないが、確認できる限りでの

器形、口縁部の形状や特徴、外面文様についてみると数種に分けられる。口縁部から体部の形

状は、底部より内弯しながら立ち上がり、最大径部よりは内で口縁部となるもの(26.123.168。

171)、 底部より内弯しながら立ち上がり、頸部でくびれながら外反あるいは直立気味になるも

の (155。 156.165.174.177)が ある。回縁部は基本的に平縁で、特に何の特徴をもたないも

の (123.155.156.165.168.174)、 日唇部に斜方向の刻みを入れるもの (177)、 突起をもつ

もの (171)、 2個一対の突起をもつもの (177)、 小波状の口縁となるものがある。外面文様は

地文のほか沈線文、隆線文がみられる。沈線文は口縁部から頸部にかけて横位の沈線文が多く

(26.30.156.165。 168.170.171.177)、 162の ように斜方向のものも1点みられた。177は

変形工字文である。沈線の数については破片のため、不明確なところが多い。また隆線文は155

の 1点のみである。地文のみられたものでは、単節 LR(26.3177.128.162.165,168169.174.

177)が最も多く、他に単節 RL(167)、 無節 L(7276.135.166)、 無節 R(30.170)、 撚糸 R

(139.147)、 櫛目文 (133)と なっている。

[浅鉢]

134の 1点のみである。口縁部直下に 1条の沈線文がみられ、単節 Lで口縁部近 くにミガキが

みられる。口縁部には2個一対の突起が 4つ あったとおもわれ、口唇部には斜方向の刻みがみ

られる。内面は全体にミガキ、口縁直下に沈線文がみられる。



[壷 ]

176の 1点のみである。体部上半は内弯する小型の壷で、内外面に全体にナデがみられる。

上 のような特徴からⅢ b層 を中心として出上した縄文土器には大洞 A′式の特徴がみられる

ものがあることから、遺構内堆積土中より出上したものも含めた縄文土器はみな最終時期であ

る晩期、大洞〆式のものであると考えられる。

石器

縄文時代のものとみられる石器は 7点ある。9.13.137は 剣片石器で、13は ピエス・エスキ

ーユである。128。 129.142.150は 礫石器で、128は両面に線刻らしきもの、129は側面に敲打

痕、142は大型の打石器で側面に磨面がみられる。150は凹石である。これらは縄文土器包含層

のⅢ b層以外からの出土もあるが、縄文土器同様に本来はⅢ b層に包含されていたものとみら

れ、時期的には縄文土器 と同じ晩期のものと考えられる。

(2)古墳時代の遺物

古墳時代の遺物としては非ロクロの上師器、須恵器、石製模造品がある。

上師器

図示できたものは不18点、高不 9点、甕19点、壺 5点、器種不明 1点がある。

[不]

出上した不の大部分は I層からのもので、しかも口縁部のみの破片が多く、法量も不明なた

め、包括的な分類はできないが、口縁部形状の違いで次のように分類できる。

1類 :体部は内弯して立ち上がり、体部最大径より上方で一度内側に入ったのち、口縁部が外

反するものである。これらの中には体部最大径が口縁部最大径より大きいもの (12.58.88)、

その逆のもの (93,95)、 ほぼ同じもの (116)がある。外面調整は口縁部はヨヨナデだが、体

部はヘラミガキ、ヘラケズリ、ナデと様々である。内面調整は口縁部にヨコナデ、体部にヘラ

ミガキとナデがみられる。

2類 :体部は内弯して立ち上がり、体部最大径より上方は内側に入り込むことなく口縁部が外

反するもの (64.99.121)、 もしくは直立気味になるもの (90.94)で ある。いずれも最大径

は口縁部で、外面調整は90に ヨコナデ、内面調整は94に ミガキがみられるのみである。94は高

不である可能性もある。

3類 :体部は内弯して立ち上がるもの (54)である。外面調整は口縁部にヨヨナデ、体部にヘ

ラナデ、内面調整は全体にミガキがみられる。

4類 :体部はゆるやかに内弯して立ち上がり、そのまま口縁部まで続くもの(86.■2)である。

86は内外面にナデ調整がみられ、体部上半で僅かに内側を向く。112は口縁部外面でやや凹みを

もち、内外面にヨコナデとヘラナデがみられる。



[高不]

図示できたものは脚部ばかりで、郷部はその底部が一部残存していたものが僅かにあったに

すぎない。脚部の形状により次の 2つ に分類される。

1類 :脚部がほぼ円柱状を呈し、裾部で急に開くもの (82.84)で ある。外面調整はヘラケズ

リが縦方向にみられ、84は内面にもヘラケズリがみられる。

2類 :脚部が円錐状を呈し、ゆるやかに裾部につづくもの (100)で ある。外面調整はヘラナデ

がみられ、内面にしばり目がみられる。

他のものについては復元できないため、いずれのものかは不明だが、外面にヘラケズリ、ヘ

ラナデ調整のいずれかで、内面にしばり目のみられるものもいくつかある。

[甕]

図示できたものは19点ある。主として回縁部の残存するものを図化したため、ここでは口縁

部の形状から次のように分類した。

1類 :口縁部から頸部の形状が「く」の字状を呈し、体部はゆるやかに膨らみ、最大径をもつ

とみられるもの (15。 43.532.533な ど)で、大部分の破片はこれである。また体部があま

り張り出さず底部に続くもの (101)も ある。頸部はきつい屈曲をもつものもあれば、緩やかな

ものもあり、肩部の張り具合も様々である。外面調整は国縁部にヨコナデ、体部にヘラナデ、

ナデ、ヘラケズリ、ハケメがあり、内面調整は口縁部にヨコナデ、体部にナデ、ヘラナデがみ

られる。口縁径は 144ハヤ250 mmと ばらつきがある。

2類 :体部が内弯して立ち上がり、口縁部で僅かにくびれるが、そのまま内弯するもの (27)

である。外面調整は口縁部にヨコナデ、体部にヘラケズリ、内面調整は口縁部にヨヨナデ、体

部にヘラナデがみられる。日縁径 112 mmの小型の甕である。

3類 :口縁部がわずかに外側に開きながらほぼ直線的にのびるもの (17)である。残存部での

調整は外面にハケメ、内面にヘラナデがみられる。

[壷 ]

図示できたものは5点ある。 5は頸部のみの残存で、器高における頸部の割合が大きい小型

壷である。頸部はやや外に開きながら立ち上がり、回縁部はくびれながら直立する。調整は内

外面ともに口縁部はヨヨナデ、頸部全体にはハケメがみられる。119も小型壷とおもわれる。83.

96は複合口縁をもつ壷の小破片で、83は外面の口縁部分に粘土を貼ることにより有段化し、96

は器面の外側に口縁部を接続させたものである。他に単純口縁の壺がいくつかみられるが、こ

れらはいずれも緩やかに頸部が開き、屈曲部はきつい「く」の字型をみせ、体部へとつづくも

のとみられる。

これらの遺物を概観してみると、全体を把握し難い甕などにくらべて邦、高邪はある程度の



形状や調整方法が確認できる。不については口縁部に何等かの変化をもつ 1、 2類が多く、日

縁部近くで屈曲し、内外面にミガキやナデを施す特徴は東北地方における土師器編年の南小泉

式に位置するものといえる。南小泉式の細分が行われているなか、郷 1、 2類の形状はわりと

各期を通した特徴となっているが、88については体部中位に最大径をもち、その内外面に稜を

もつものである。これは南小泉式の中でも後出的で次型式にもみられる特徴をもつものである。

また83や96は小破片だが複合口縁の壷とみられ、前型式である塩釜式にもみられる特徴を有し

ている。今回の遺物は遺構に伴いまとまって出上したものではなく、破片資料であることから

不明瞭な点も多く詳細な記述はできないが、おおむね現在認識されている南小泉式期のものと

考えられ、他の時期の上師器はみられなかった。

須恵器

図示可能であったものは、器台あるいは台付壷とみられる脚部の小破片 1点 (105)の みであ

る。脚部は「ハ」の字状に開き、外面に横方向の波状文が 2段みられ、内面は指ナデがみられ

る。破片の左右両端はスカシの側面部分で、両スカシの間隔から1段分のスカシの数は最低 6

つ以上とみられるが、器部や脚部の裾は失われており、上下の文様帯の状況などは不明である。

石製模造品

有孔の円板状模造品が 2点 (23.106)、 有孔の剣形模造品が 1点 (87)出土した。有孔円板

は粘板岩製で 2点 とも不整な円形を呈し、表裏面、側面とも研磨されている。貫通孔は2か所

みられる。有孔剣形は粘板岩製でやはり全面に研磨の痕跡が明瞭にみられる。貫通孔は 1か所

である。 3点 とも孔の径は 1～1.5mm程のものである。

(3)中世の遺物

中世の遺物として考えられるものは陶器、磁器、土師質土器がある。

陶器 (無釉陶器)

SKl出上の奏 1点 (3)、 SDl出上の甕 1点 (24)を 図示した。 3は口縁部を欠損した頸部の

みのもので、形状は上半で直立し、急な「く」の字状を呈しながら下半へと続 く。一部に自然

釉がみられる。産地は常滑で、13～ 14cの ものと考えられる。24は回縁部から肩部までのわりと

大きい破片資料である。日縁部は受口状口縁を呈し、やや直立気味の頸部は下半で緩やかとな

り、張りをもつ肩部へと続 く。調整は外面の体部上半に明瞭なヨコナデ、内面の頸部下半に多

くの指圧痕がみられる。口縁径は226 mm程 と推定されるが、器高などについては不明である。

産地は宮城県南部の白石窯系で、14cの ものと考えられる。

磁器

SEl出上の碗 1点 (40)、 I層出土の碗 1点 (78)を 図示した。40は中国産の青磁碗で、高台

部の一部のみの残存である。底部内面および高台部と底部内面の一部に施釉されており、年代



は宋代で14c前半より以前のものと考えられる。78も 中国産の青磁碗で、やはり高台部の一部の

みの残存である。底部内面および高台部外側から体部にかけて施釉されている。見込み部分に

文様があるが、何を描いたものかは判然としない。龍泉窯系のもので、13～ 14cの ものと考えら

れる。

上師質上器

図示した土師質土器はロクロ成形後、内外面にナデ調整などを施し、底部に回転糸切り痕を

残すもので、「かわらけ」と呼ばれるものの特徴をもつものである。これらはロクロ土師器、赤

焼け土器などに比べて胎上が緻密で、形態的にもやや小振りな皿状を呈し、SKl出土の 2、 4、

I層出土の91が これにあたる。2は皿の底部の破片で体部との境に段を有し、底径は90 mmを

計る。ロクロ成形後、外面の一部にナデ調整が施されている。 4は皿の底部から体部下端の破

片で底径は56 mmを計る。ロクロ成形後無調整であるが、底部に布や板らしきものの上に置い

た時についたとおもわれる敷具圧痕がみられる。91は皿の底部のみの破片で底径は60 mmを

計る。内外面ともにロクロ成形後無調整で、底部に回転糸切 り痕がみられる。 2、 4は前述の

特徴などから14cと 考えられ、91についても形状や胎土の緻密さなどから中世のものと考えら

れる。

(4)近世の遺物

近世の遺物として考えられるものは陶器、磁器、木製品、土師質土器などがある。

陶器 (施釉陶器)

SEl出上の皿 1点 (39)、 I層出土の鉢 1点 (70)を 図示した。39は高台部と底部を除き淡黄

色釉が施され、底部は回転ヘラケズリ調整がみられ、高台部の径は77 mmを計る。産地は美濃

で17c前葉のものと考えられる。70は底部は欠損しているが、体部は内弯しながら立ち上がり、

丸みのある幅厚な口縁部へと続く。内外面共に海鼠釉が施されており、堤焼で19cの ものと考え

られる。

磁器

SK2出上の碗 2点を図示した (7.8)。 7は白磁の碗で高台部径が 34 mmを計る。高台部

には砂粒が付着しており、年代は17cの ものと考えられる。 8は染付の碗で底部は欠損してお

り、口縁部径は110 mmを計る。文様は見込み部分に器面を一周する横方向の線が 3本、外面

も口縁部に同様の線のほか体部にも線のみで表されたものがあるが、何を描いたものかは不明

である。年代は17cの ものと考えられる。

木製品

SEl出上の漆器椀 (46)、 板状木製品 (51)、 杭 (52)を図示した。46は口縁部から体部まで

の一部で、底部、高台部は欠損している。口縁径は124 mmを計る。下地として黒色漆を塗っ



た後に外面には赤色漆で施文しているが、内面にはみられず、赤色漆を全面に塗布したものと

みられる。外面文様は口縁部直下と体部下端にある圏線により区画された中に、先尖りで葉脈

が明瞭にわかる三葉の葉を配し、周りには左上りの細線が無数みられるが、これがススキのよ

うな葉を表現しているのか、あるいは波などを表現しているのかは判然としない。仙台城三ノ

丸跡より出土した漆器の中に類似する文様がみられることから、この漆器椀は17c前半のもの

と考えられる。板状木製品は柄の付け根から先端部分にかけて片側が欠損しているものとみら

れ、本来は柄の部分とそこから両側に広がるヘラ状を呈していたものと考えられる。長さ 202

mm、 幅は柄の部分で 30 mm、 ヘラ部分で推定 83 mm、 厚さは最大で 8mmを計る。柄の幅

は一定しており、ヘラ部分は丸みをもちながら側面へ続き、先端で再び丸みを帯びる。側面は

全周して面取りが施され、特に先端は傾斜の緩いものとなる。板目材で、樹種同定の結果、材

質はモミ族の一種のモミである可能性が強い。また表裏面に刃物によるものとおもわれる細い

無数の切傷痕がみられる。このことからこの本製品は本来は杓子などに使用されていたものが、

まな板に転用あるいは共用されていたものと考えられる。

この他に近世の遺物と考えられるものにSEl出上の上師質土器 (38.47)、 石製品 (45)、 I

層出上の瓦質土器 (108)が ある。47は底部は欠損しているが、ロクロ成形後無調整の素焼きの

皿である。回縁部径は114 mmで、口縁部の一部にススが付着している。45は粘板岩製の石製

品で、形状は角が丸みを帯びた長方形で偏平なものである。側面に磨痕がみられるが何に使用

したものかは不明である。

(5)その他の遺物

その他の遺物として少数ではあるが、須恵器、ロクロ土師器、赤焼け土器、土師質土器、瓦、

鉄製品などがある。

須恵器はSKl出土の不 1点 (1)を 図示した。底面の切り離し技法は不明であるが、回転ヘ

ラケズリ調整がみられる。

ロクロ使用の上師器はP8出上の不 1点 (66)、 I層出土の不 1点 (80)を図示した。両者と

も底面に回転糸切り痕がみられ、80は体部下端に回転ヘラケズリ調整が施されている。内面は

黒色処理が施される。以上の特徴からこれらは平安期のものと考えられる。

赤焼け土器はSDl出上の邪 1点 (18)、 SD2出上の不 2点 (25。 28)を 図示した。 3点 とも

底部を主とした破片資料で、底面は回転糸切り痕が明瞭に残り、25は体部下端の一部にナデ調

整がみられる。28は口縁部破片と同一個体 とみられることで図面合成した結果、口縁径 128

mm、 底径 52 mm、 器高 43 mmと推定でき、底部から口縁部にかけて緩やかに開いていくもの

で、口径と底径の比が大きめのものとなった。これらの年代は10cと 考えられる。

土師質土器はP41出上の 1点 (67)、 I層出上の 4点 (79.■4.120.127)を図示した。器



種は皿、鉢、小甕で、胎土、焼成とも良好なものであるが年代の特定はできなかった。

瓦はSDl出上の 1点 (14)、 SEl出上の 1点 (48)を 図示した。 2点 とも平瓦で凸面に縄日、

凹面に布目がみられるが、詳細は不明である。

鉄製品はSD2出上の鉄鏃 (36)、 釘があるが、ここでは鉄鏃を図示した。雁又式の鉄鏃で鏃先

部が両方とも欠損している。残存の鏃身部の長さ 40 mm、 最大幅 26.5mm、 最大厚は茎部で 10

mmを計る。

Ⅵ.遺構の年代
今回の調査で検出された遺構の堆積土中には遺物の中では非ロクロの上師器が最も多く、後

の流入の可能性を考えると時期判定の資料には必ずしもなり得ない。ここでは確実に遺構に伴

うと考えられる遺物を出土した遺構のほかは、堆積土中の遺物を吟味し、遺構配置や重複関係

を加味し、時期決定をすることにより以下の各時期に分けることができた。

古墳時代の遺構としては SX2、 4、 5が考えられる。これらは土墳の可能性が考えられながら

も残存状況が極めて悪いものである。SX2は土師器が多く出上し、図化できたものも多い。

SX4は図化資料はないが土師器が少量出土しており、P29、 125に より切られている。SX5も 土

師器が少量出上している。 3基 とも小規模なものだが、形態的には異なり、配置などに規則性

はみられない。本調査において出土した非ロクロの土師器が基本層中も含めてほぼ全て南小泉

式に属することより、遺構の時期も古墳時代中期のものと考えられる。

中世の遺構としてはSKl、 SDl、 SBl、 2、 3と Ⅱ層分布地区にみられるⅢ層面段差が考えられ

る。これらの中で年代決定の基準となったのが SDlである。堆積土中には多数の上師器がみら

れたが、濤の底面より白石窯系の陶器が出土したことより、SDlは中世のものと考えて間違い

ないものと言える。SBl、  2、  3は SDlを挟んだ東西にある建物跡である。規模はSBlが 3×

1間、SB2が 5× 2間、SB3が 4× 4間で、柱間は桁行で 220 cm～ 308 cm、  梁行で 165 cm

～390 cmと様々で、SBlと SB2は重複関係にあるが新旧は不明である。方向性においては一致

しており、SBlと 3の梁行方向が真北より西へ12°、SBlが 14° とほぼ同様の数値を示し、SDlが

真北より西へ11°であるのとほば一致している。また SBl、 2の南側に桁行方向とほぼ同方向に

Ⅲ層上面の段差がみられる。低位部分にはHa～c層が堆積し、低位面は全体として平坦である

が、H層下面は乱れており、あたかも耕作上の状況をうかがわせる。H層からは土師器が少量

出土している。SKlは SDlや SBl、 2、 3と 直接の関わりはもたないが、堆積土中より出上し

た常滑産の甕や土師質土器から中世のものと考えられる。SDlやⅡ層上には建物跡やそれと関

わりをもつとみられるピットは全 く検出されていない。これは単に後に掘り込まれたものとい

うことより、前後関係は別として両者がある程度計画性をもってつくられたもので、ある時期



において同時存在していた可能性が考えられる。SDlの堆積土は自然流入上で、大濤として永

く機能していたものと推定されるが、その下限については明らかでない。建物跡についても調

査区内に柱穴とみられるものが他にいくつもあることから、 3棟以外にも建物跡存在の可能性

は十分にあり、遺物からみた遺構の年代は13c後半から14c前半を始まりとするものと考えられ

る。近年調査された第14、 16、 17、 18次の各調査においても中世とみられる掘立柱建物跡や土墳

跡、濤跡などが多数検出されている。第16次調査においては14～ 15cと みられる周囲に堀を巡ら

す城館跡が発見され、支配者階級の側からみた中世社会の一端を垣間見ることができるものと

いえよう。

近世の遺構としてはSK2、 SElが考えられる。両者は調査区西側に並んで検出された。出土

遺物よりSK2は 17c、 SElは 17c前半のものとみられるが、関連性は認められない。

その他として特に時期を決められなかった遺構に SD2、 SK3、 4、 SXl、 3がある。SD2は遺

物量からすると縄文土器が多く、これは立地場所にⅢ b層があつたことによるものと考えられ

る。他に赤焼け土器が数点みられ、これ以降の遺物が無いことから、断定はできないが SD2は

平安時代の可能性がある。SK3は SB3を切っていることから中世以降と考えられる。SK4は

SD2を切っていることからおそらくは平安時代以降と考えられる。SXlは底面において SBl

の柱穴を検出したことから中世以降と考えられる。SX3は H層下で検出したことからおそらく

は中世以前と考えられる。

遺構ではないが、今回Ⅲ層とされ縄文時代の遺物を出上した層は従来南小泉遺跡の遺構検出

面となっている層である。本調査区内ではこれがma、 b′、b、 cに分層され、Ⅲ a、 b′、b層 は

西側一部のみの確認であったが、後世の天地返しの状況をみると、より広範囲に存在していた

ものと考えられる。Ⅲ c層は全域にみられ、遺構の検出はほとんどがこの上面であった。遺物

を包含しているのはⅢ b層で、Ⅲ a、 HI c層にも縄文土器が僅かにみられたが、Ⅲ b層 との時

期的な違いはみられなかった。深掘り調査の結果、Ⅲ層より下層はすべて砂質上で、遺構検出

面より約 2.5mでグライ化が始まる。各層上面は傾斜しており、明らかに水の作用による自然

堆積の状況をみせ、生活面の形成はなされなかったものと考えられる。これに対してШ層はシ

ルト質上で、下層に比べるとかなり安定している層となっている。残念ながら今回は縄文時代

の遺構は検出されなかった。南小泉遺跡におけるこれまでの調査では中期から晩期の縄文土器

出上のほか、弥生時代においては各時期の上器のみならず遺構の検出もなされているが縄文時

代の遺物を包含する層や遺構の存在はまだ確認されていない。Ⅲ b層の形成理由や堆積範囲は

明らかでないが、層中の遺物は単なる流れ込みということのみならず、付近に遺構を伴つた生

活の場が存在していた可能性を示すものとなっている。



VⅢ。 まとおう

1.南小泉遺跡第19次調査は宅地造成に伴う事前調査として実施され、調査地は遺跡の北半部

の西端にあたり、広瀬川により形成された自然堤防上に位置している。

2.検出された遺構は土墳跡 4基、井戸跡 1基、濤跡 2条、性格不明遺構 5基、掘立柱建物跡

3棟の他、多数のピットがある。これらの遺構は出土遺物などにより時代の判明したもの

がある。

・古墳時代 2. 4. 5号性格不明遺構

・中世   1号 土墳跡、 1号濤跡、 1.2.3号 掘立柱建物跡ほかピット多数

・近世   2号 土墳跡、 1号井戸跡

3.遺構検出面であった基本層Ⅲ層より縄文時代晩期の上器や石器類が出土した。本遺跡で縄

文土器が包含層から出上したのは今回が初めてで、付近に遺構の存在も予想される。
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